
ＮＰＯ法人富士市のごみを考える会 23 年 10 月度第 1 回理事会議事録（決） 
 

日 時：2011 年 10 月 13 日（木） 午前 9 時 30 分～１２時 10 分 

場 所：フィランセ 3Ｆ 団体研修室 

出席者：縣、時田、望月、石川、田中、菅井、赤松、梅原、小野、竹内 

 

＜活動報告＞ 

１．リユース食器関連 

① 城南静岡高校 文化祭（10 月 8 日） 

  食器の種類と個数  ＃１：200 ケ，＃２：200 ケ、＃７：100 ケ 合計：500 ケ 

          10 月 4 日（火）中央公園で引き渡す。10 月 13 日（木）引き取り 

② その他 

・ 9 月 25 日（日）ＮＰＯマンパワーカフェ：バーベキュー用     （時田） 

             ＃２：100 ケ、 ＃８：100 ケ、 ＃14：100 ケ 

    ・ 9 月 25 日（日）田子浦「しらす祭り」用＃７：300 ケ、＃14：300 ケ（時田） 

２．その他審議報告事項 

①「消費連 第 37 回生活展」参加 

日 時：平成 23 年 9 月 23 日（金） 10：00～13：00（９：30 集合） 

場 所：フィランセ西館 2 階（第 1 会議室） 

内 容：パネル展示、平成 22 年度「ごみＳＯＳ」講演会活動報告 

 会場では応援参加の会員が入場者にパネルの活動報告の補足説明 

 パンフレットにより当会の説明や生ごみ資源化の説明を行なった。 

 用意した資料が無くなるほど盛況であった。（全参加数：655 名） 

当日の参加者：菅井、縣、竹内、望月、小野（勝）、植田、小野（由）  

時田は同会場の健康まつりに参加 

 

 ＜今後の活動予定＞ 

1. リユース食器関連 

① 10 月 15 日（土）東宮島秋まつり 

② 10 月 16 日（日）富士市福祉まつり 

③ 10 月 22 日（日）田子浦文化祭 

④ 10 月 30 日（日）広見 文化祭 

⑤ 11 月 13 日（日）青葉台文化祭 

⑥ 11 月 13 日（日）神戸寄席 

⑦ 11 月 26 日（土）第 5 回環境フェア 

 

2. その他の審議・報告事項 

  ① 第３１回市民福祉まつり 

・ 日 時 ：平成 23 年 10 月 16 日（日）午前９時３０分から午後３時 

・ 集合時間：7 時 30 分 

・ 場 所 ：中央公園西側 イベント広場 

当会リユース関連：会場最北の水道付近（例年通り） 

・当日参加者：菅井、竹内、時田、石川、望月、小野（勝）中島、梅原、菊池 

杉山（長）、伊勢、斉藤、桜井、山嶋、杉山（常）、望月、赤松 

       ・ボランティア要請：会ホームページに掲載済み（時田）、 

         ・常葉大学杉山先生を通じて要請：6 名参加の連絡（チーフ：清水さん） 

・駐車場整理：中島さん、縣奥さん 

・準備内容  ：食洗機、大鍋、大コンロ、ガスボンベ２基、流し台４機、タオル、 

        ノボリ旗、看板、リユース食器、透明袋、台所洗剤 

 



    ・ スケジュール 

  10 月１５日（土）13 時 00 大渕倉庫集合 

         リユース食器（詳細下記）、流し台４機、タオル、透明袋、台所洗剤 

ノボリ旗、看板、大鍋、等を搬出し会場へ運搬 

（軽トラ：菅井,小野） 

         同日  水道配管 調整（時田） 

         

10 月１６日（日） 8 時 00 時田家 食洗機（菅井） 

大コンロ、ガスボンベ２基  

一商会（9 時までに納品、15 時～16 時引き上げ） 

      ユニホーム着用（縣：2 着、石川：2 着あり持参） 

 

下記内容：第３１回市民福祉まつり（リユース食器使用ブース）平成２３年１０月５日現在 

ブース名 テント№ 食器品番 数量 備考 

ユニプレス ２８ ７番 ５００食 優先して洗う 

市職員年金富士 ３０ ７番 ６００食 優先して洗う＊ 

聴覚障害者協会 ２９ １５番 ３００食  

よつば工房 ３６ ６番 １５０食  

あひる会 33 13 番 ３００食  

吉原つくし ２４ ５番 １５０食  

みちのくの店 ７ １４番 １５０食  

（計）  （６種類） （２１５０食）  

       ＊ 領収書を用意「市職員年金退職者連盟富士支部様」 

     

③ 第 5 回富士市環境フェア（平成 23 年 11 月 26 日（土））について 

 出展申込み：8 月 30 日 出展の小間及びステージ参加の申請実施済み（縣理事） 

 市担当者寺田さんと面談：今年度 ステージでの「クイズ」の計画は無い。 

          「リユース食器」は実施予定 10/6 要請により予算額「8 万円」提出済み 

          打ち合わせ内容：１）クッキングカーを５台屋外に設置 

                  ２）使用食器を回収し 後で他の場所で洗う。 

          ＊当日食洗機の設置が困難になった。市担当者寺田さんに連絡し協議した

結果「今年度は食洗機を使用しない。」と決まった。 

      最終打ち合わせ：10 月 28 日（金） 

            

④青葉台地区文化祭 

日 時：平成 23 年 11 月 13 日（日） 

内 容：ⅰ）ステージ ⅱ）リユース食器 ⅲ）ブース 

    ⅰ）ステージ  ：具体策は地区当会会員で検討申し込み済み。 

    ⅱ）リユース食器：食洗機設置とリユース食器（10 月 9 日会議） 

    ⅲ）ブース対応 ：申し込み済み。 

参加者：小野、梅原、（応援者：伊勢、石川、斉藤） 

             （昼食会費から） 

      食洗機設置の搬入、搬出：小野 （時田理事の協力）   

      ステージ及びブース対応：梅原 

  本文化祭は会の行事（理事会決定）、従って昼食は会費から出る。 

⑤富士市行政への対応 

1. 富士市職員研修について 

研修者を受け入正式に決定。（山田、杉本、丸山、長谷川、工藤、以上の 5 名） 

座学Ｑ＆Ａ：9 月 27 日（火）９：00～12：00 団体連絡室 出席者：竹内、縣、小野 

 



質問 Q 

① ＮＰＯ法人の資金 

② 会発足の背景 

③ 目標 

④ 家庭ごみの指定袋制度 

⑤ NPO の目標 

⑥ 行政に何を望むか 

回答 A 

別紙と関連文献にて説明した。（竹内、縣、小野） 

 理解度、研修の効果は不明。 

 「PDCA」の言葉の意味及び「PDCA を回すことの大切さ」を強調した。 

    11 月 30 日（水）13 時～ 消防庁舎７階 研修生の発表あり。 

 

2. 教育委員会：学校教育課を通じて「小学校での環境教育」の進捗を図る。（時田理事） 

    校長各位への情報提供とお願い継続中 

 毎月の校長会の開催時間前 ３分程度の時間を活用し会の説明ＰＲが可能（時田） 

 平岡教育委員長と面談、過去の環境教育の実績等提出を約束（小野） 

 市民協働課へ「ＮＰＯ法人富士市のごみを考える会環境教育・講演会実施実績一覧」提出

済み（時田） 

 

⑥ 時田理事による勉強会 第７弾テーマ 

見学会が以下の内容で正式に決定（主催、市廃棄物対策課） 

・日 程 ：平成 23 年 11 月 18 日（金） 

・見学先 ：所沢市東部クリーンセンター（埼玉県所沢市） 

・当会の参加者希望者は 9 月 30 日までで：15 名（住所、氏名、電話番号 連絡済み） 

・集合場所と時間：青葉台まちづくりセンター 8 時 45 分 

        

    「勉強会」（案） 

１、あなたも「一日議員」になりませんか。「きらり交流会議（松本議長）」 

内容要旨：常葉大学の鈴木先生を講師に招き、9/30,10/7,10/28,11/4 

            の４回の研修会。 

      この研修を通じて提言書の作成の方法ＡＢＣを学び、具体的に 

      提言書を作成、内部発表、市長（今回は鈴木先生）及び関連部門長へ

提言する。 

経緯 9/30,10/7：,縣、時田、竹内が「環境チーム」へ参画（途中で食育チーム合流） 

次回 10 月 28 日の内部発表に向けてのまとめ作成中（時田） 

      本勉強会で 

既に小野理事が議会で質問している。まったく同じ流れのものでなく、多尐で

も違った視点からの提言としたい。（時田） 

 ごみマイスターの各町内会（まちつくりセンター）内での役割、 

 行政の指導 

  

が意見として出た。意見をまとめ 10 月 28 日の内部発表に対応する。（時田） 

 

⑦ 杉山先生から「富士市のごみ」についての意見交換会の要請があった。 

日程：12 月 8 日（木）決定 

時間：14 時～16 時 

場所：常葉大学 

テーマ：今後決定する。（案） 

① 富士市のごみ発生のリバウンドの実態の認識とそれに対し 



② 富士市行政として実行すること。 

③ 市民として実行すること。 

④ NPO として実行すること。 

⑤ 大学として実行すること。 

 

⑧ その他 

１）NPO 協議会定例会報告 

・NPO への補助金制度の活用方法について  （竹内、縣） 

 内容：企業、行政からの寄付を資金としてプール 

    登録団体へは新規事業等を審議し補助を決める。 

まず 団体登録が必要（登録決める） 

 

２）「会通信 10 月号」印刷 発行   

以上 


